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表紙 /コロナの先に(P15)
宝珠の郷 左から三笠部長・尾花施設長・伊藤次長

どうなる？宝珠山駅《9月定例会》 Ｐ2

Ｐ8ここが聞きたい《一般質問》

Ｐ5歳出総額は前年と変わらず《令和4年度決算》

10月号
2023

福岡県東峰村



BRT停留所と整備予定地（写真奥）
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9月定例会トピックス  ここに注目！

　9月定例会は、9月11日から14日までの会期で開催しました。
　6人の議員が一般質問をし、令和４年度決算（一般会計・簡易水道特別会計・国民健
康保険特別会計・後期高齢者医療特別会計）、令和5年度補正予算（一般会計・国民健
康保険特別会計）について審議を行いました。その他、専決処分2件、契約1件、宝珠山
ふるさと村決算報告、そして、請願2件を慎重審議の上、原案通り可決しました。

　平成29年九州北部豪雨から6年、再び線状降水帯が村を襲い、甚大な被害が発生しま
した。9月定例会で、災害関連事業費総額8億6448万円が計上された補正予算を可決し
ました。10月以降には本格的に被災箇所の査定が行われます。

復旧･復興まで長い歳月を要する
と思います。議会も事業推進を全
力で支援していきます｡
村民の皆様のご理解とご協力をお
願い申し上げます｡

誰でも楽しい！県境の駅 ～宝珠山駅～
（東峰村ＢＲＴ駅周辺整備計画基本構想でのコンセプト）

宝珠山駅周辺整備測量事業 ４００万円

日田彦山線基金関連事業

※リノベーション…既存の建築物に改修を加え、価値を高めること

予算質疑より
議　員　設計費に対し本体工事の概算と補助金は。
担当課　リノベーション施工費は９０００万円～１億円を
見込んでいる。補助金は、日田彦山線基金と、それ以外
は国・県補助を協議している。

令和５年梅雨前線豪雨等による災害

今年中に被災箇所の査定を受ける予定

※上記の公共土木施設災害は、前査定★が終了し、11月に後査定を受ける
　予定です。
★査定：補助事業に採択されるかを確認する国の実地調査
※下記の2～5は、10月から12月末にかけて査定を受ける予定です。

災害区分（施設区分） 箇所数 工区数
63
2
65

348
62
410
4

14

90
20
3
131
10
10

28
2

7
7

2

30

2 2

2
618

公共土木施設災害（村営河川）
公共土木施設災害（村　道）

計

農地災害（田）
農地災害（畑）

計
農業用施設災害(ため池)

農業用施設災害(水路)

1

2

3

4

5

農業用施設災害(農道)
農業用施設災害(農道の橋)

林道施設災害

地域防災がけ崩れ対策事業
★がけ地が崩壊した箇所に、
　崩壊防止施設を整備（激甚災）

農業用施設災害(頭首工) 
★河川から農業用水を取水する施設

計

計

計
１～５　合計

令和5年 梅雨前線豪雨等による災害（8月30日現在）

災害対策室(電話:72-8011 宝珠山集落センター2階)

農林建設課
(電話:72-2313 宝珠山集落センター1階)

災害家屋等解体撤去
農業機械・施設災害復旧
里山空間保全事業（No.60）
小規模治山事業（No.62）
農地災自力復旧(No.63）
用水対策事業費(No.65-1）

他に下記の補助金などが予算化され
ています
村配布の「令和5年度 東峰村の補助金一覧」
をご覧ください。（No）は補助金一覧の数字

1000万円宝珠山駅リノベーション  
　　　　設計業務委託事業

※

林道災害
林道竹布線

農地災害
東（山腹崩壊）

公共災害
天ヶ谷・宝ヶ谷線（路肩崩壊）

改装予定の駅舎



貯金と借金の状況はポイント

3
積立基金現在高(貯金)・地方債現在高(借金)

過去5年分

0

30億

40億

50億

平成30 令和1 令和2 令和3 令和4

45億
8025万円43億

2214万円
40億
347万円

35億
1515万円

36億
168万円35億

1734万円
31億
9654万円

積立基金現在高 地方債現在高

年度

35億
326万円34億

9080万円

29億
1208万円

滞納分のうち、4年度は村民税6万円、固定資産税10万円、
国保税3万円の計19万円を不能欠損として処理しました。

税の収納状況はポイント
ポイント

2

村民税

固定資産税

軽自動車税

住宅使用料

国保税

水道使用料

収入済額

6554万円

7869万円

888万円

2291万円

4525万円

3575万円

滞納額

125万円

284万円

34万円

341万円

477万円

171万円

徴収率

98.04％

96.39％

96.36％

87.05％

90.41％

95.44％

前年
徴収率

97.61％

96.65％

97.11％

83.82％

90.56％

96.01％

その他
2824万円

公債費
3億2259万円

総務費

災害復旧費
2億7261万円
教育費

1億1759万円

消防費
1億2460万円

土木費
2億7708万円

商工費
9258万円
農林水産費
1億9673万円
保健衛生費
1億7015万円

民生費
5億4880万円
民生費
5億4880万円

総務費
21億5581万円21億5581万円

議会費
4292万円

歳出
支出
43億
4970万円

その他

村債

県支出金
3億6956万円

国庫支出金
4億5887万円

地方交付税

その他
14億9894万円

5億7346万円

17億9255万円

14億9894万円

村債
5億7346万円

県支出金
2億878万円

国庫支出金
3億4235万円

地方交付税
17億9255万円

村税
1億5770万円

収入
45億
7378万円

ふるさと納税
3億5500万円も
含まれています

災害復旧費減も、新ほうしゅ楽舎建設等により

歳出総額は令和３年度と変わらず43億円台

日田彦山線基金の活用事業はポイント

1
事 業 名 金 額

BRT4駅周辺整備計画策定管理業務委託

大行司駅アクセス道設計業務委託（P7）

棚田親水公園駅アクセス道設計業務委託（P7）

災害伝承館整備計画策定業務委託（P6）

568万円

462万円

304万円

200万円 ひこぼしライン 開業記念式典

令和4年度 決算9月定例会

第4回定例会（9月）議決結果一覧表

「地方財政の充実・強化に関する意見書」の提出を求める請願書可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「少人数学級推進などの教職員定数改善」「義務教育費国庫負担制度負
担率の引き上げ」に係る意見書の提出を求める請願書

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（防災行政無線再整備工事）可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
　
願

そ
の
他

令和4年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

和
田
将
幸

樋
口
　
朗

佐
々
木
孝

髙
倉
美
紀
惠

梶
原
伯
夫

高
橋
弘
展

大
蔵
久
徳

佐
々
木
紀
嘉

黒
川
隆
康

賛成：○　反対：●　欠：－

専決処分の承認を求めることについて
(令和５年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算(第４号))（P2～3へ）

承
認 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
(令和5年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算(第１号))

承
認 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和5年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算(第5号)について（P2～3へ）可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和5年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (第２号)について

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

令和４年度株式会社宝珠山ふるさと村決算状況報告について 報告議案のため採決は行いません報
告

決
　
算

令和４年度決算審査特別委員会議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

和
田
将
幸

樋
口
　
朗

佐
々
木
孝

髙
倉
美
紀
惠

梶
原
伯
夫

高
橋
弘
展

大
蔵
久
徳

佐
々
木
紀
嘉

伊
藤
　
均

賛成：○　反対：●　欠：－

決
　
算

令和4年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について（P5～7へ）認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
（P5～7へ）

認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
（P5～7へ）

認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
（P5～7へ）

認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



棚田親水公園駅・大行司駅アクセス道事業は棚田親水公園駅・大行司駅アクセス道事業は

　どちらも測量と建設方法を検討す
る事業であった。棚田親水公園駅は
現地測量と整備方針の検討・試算を
行い、一番簡単なものでも１億２千
万円程かかることがわかり事業自体
を取りやめた。大行司駅は高齢者の
バリアフリー化のための全体測量と、
数種類の方法を検討している。

村 長

議 員

　棚田親水公園駅と大行司駅アクセ
ス道の2事業は実現しなかったが、測
量設計委託料が両方合わせて766万
円かかっている。実施するか否かを
もう少し低予算で判断できなかった
のか。

地域協働の村づくり基金の利用状況は地域協働の村づくり基金の利用状況は

　自主防災組織育成（上限20万円）
と地域活性化事業（上限30万円）が
ある。その額内で、地区の合意があ
れば可能である。

担当課

　村づくり基金は、毎年同じ内容で
も続けて申請できるのか。議 員

　地区での新設や取
り換えに関して、申
請すれば対応する。
電球からLEDへの取
り換えも同様である。

担当課

　この基金で防犯灯
の取り換えに使える
のか。

議 員

LED化した防犯灯

　全村民への歩き方指導。ランキン
グは、高齢者やスマホで確認できな
い方のために番組を作っている。

担当課

　健康マイレージ事業のケーブルテ
レビ番組は誰向けで、何を目的とし
ているのか。

議 員

　歩き方の講習を見たとの声を聴く
ので一定の効果はあると考えている
が、分析はしていない。来年度に向け
て良い方法を模索していきたいと思う。

担当課

　この番組で利用度や、やる気が上
がった等の把握をしているか。議 員

健康マイレージの目的は

移住相談の成果は

　幅広い相談を受けていて、その中
で2件ほど移住に結び付いている。担当課

　移住相談件数は42件あるが、その
うち移住相談か、移住後の相談かの
件数を把握しているのか。

議 員

公営住宅家賃滞納はどうなっているか公営住宅家賃滞納はどうなっているか

　公営住宅の滞納額は、前年度ま
での累積額が56件295万円となっ
ている。定期的に少しずつ徴収し、
滞納分を減らしていく努力をして
いる。

担当課

　公営住宅家賃の滞納件数（5ペー
ジ参照）は、同じ方が滞納している
のか。

議 員

災害前・発生時に使用可能な補助金か災害前・発生時に使用可能な補助金か

　今年度から生活を守るために、事前
に法面保護や、よう壁をしたい場合に
も補助していくよう取り組んでいる。

村 長

　小規模治山事業補助金は、災害が
発生した箇所のみ可能か。

議 員

　相談があればできるような話を
している。今後災害発生時に速や
かにこの制度が使えるよう、担当
課として村民に伝えていく。

担当課

　里山空間保全事業補助金は、災害
時の支障木・土砂除去に使うことが
できるのか。

議 員

　委託先が火曜日を休みにしてい
るため。担当課

　移動販売車はなぜ火曜日が休みか。議 員

移動販売車は週２回にできないのか移動販売車は週２回にできないのか

　週2回となると商品スペースや1
日のスケジュール、委託先の人員、
委託料も上がる。委託先とより良
い方法を協議する。

担当課

　週1回では主たる買い物手段にな
れない。火曜日を可能とし、方向性
を広げられないのか。

議 員

文化財指定地の草刈りは

　次郎坊・太郎坊は、年1回実施。松
尾城は、年2回しているが、回数を増
やしていく方向で検討している。

担当課

　次郎坊・太郎坊の草刈り作業５万
円とあるが、年に何回しているのか。
また、松尾城は。

議 員

事業効果をチェック

空き家バンクの登録推進は

固定資産税納税通知書の利用や、ホ
ームページ・SNSで空き家バンク登
録を紹介している。移住コーディネ
ーターと協力し、直接対話する方法
で登録促進に尽力していく。ホーム
ページは今後改修し、村内の施設で
も紹介していく。

担当課

　空き家バンクへの登録を進めるPR
はどうしているか。ホームページの
活用や空き家所有者と直接対話でき
ないか。

議 員

令和4年度 決算9月定例会

災害伝承館の今後は

　住民が防災を学ぶ場としても有
意義。担当課

　災害が頻発に起きる昨今、伝承館
の果たす役割を、住民の防災意識を
高める施設として発展させることが
出来るのでは。

議 員

　バリアフリー化は必要なので検討
する。担当課

　災害伝承館は現在の林業センター
で継続するとのことで、いくつか改
善点があがっているがトイレの整備
がないのはどうしてか。

議 員

災害伝承館

決算審査と特別委員会質疑決算審査特別委員会質疑



ここが聞きたい！
一 般 質 問

令和５年東峰村議会第4回（9月）定例会

一般質問の詳細は

議事録をチェック！！

質問順 質問事項（色付きは記載事項）議員名 ページ

国道211号大行司橋上流の宝珠山川災害復旧工事について
とうほう百貨店・農産物直売所の再開支援について
村ホームページの充実・発展について樋口　朗

ひぐち  あきら P9

鶴地区のう回路について
通行止め箇所の連絡について
今回の災害について
村立診療所について

梶原　伯夫
かじわら  はくお P11

令和５年７月豪雨について高橋　弘展
たかはし  ひろのぶ P9

豊かで安心できる森林づくりの推進について
砂防ダムと治山ダムについて佐々木　孝

ささき  たかし
P10

防災に関する取り組みについて髙倉 美紀惠
たかくら  みきえ

P10

７月豪雨災害について
BRTの復旧について和田　将幸

わだ  まさゆき
P11

と
う
ほ
う
百
貨
店
・
農
産
物
直
売
所
の
再
開
支
援
は

村
長  

責
任
を
も
っ
て
、
建
物
の
再
建
を
進
め
て
い
く

樋口　朗  議員

議
員　
７
月
10
日
の
豪
雨
で
、
と
う

ほ
う
百
貨
店
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。
８
月
20
日
の
支
援
販
売
会
で
、

商
品
が
半
日
で
完
売
し
た
こ
と
は
、再

開
を
望
む
村
民
の
熱
い
思
い
の
現
れ
。

周
辺
市
町
村
住
民
に
も
支
援
の
輪
が

広
が
っ
た
。
再
開
に
は
、
村
の
絶
大

な
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
村
長
の
支

援
へ
の
覚
悟
は
。

村
長　
責
任
を
も
っ
て
、
建
物
の
再

建
を
進
め
て
い
く
。

被災したつづみの里農産物直売所

議
員　
村
内
の
商
店
が
次
々
と
閉
店

す
る
中
で
、
と
う
ほ
う
百
貨
店
は
必

要
不
可
欠
な
施
設
。
そ
の
再
建
に
村

の
浮
沈
が
か
か
っ
て
い
る
。
人
口
減

少
が
続
く
村
で
、
収
益
を
出
し
、
雇

用
を
継
続
す
る
こ
と
は
至
難
の
技
。

生
半
可
な
村
の
支
援
で
は
、
再
建
・

運
営
は
極
め
て
厳
し
い
。
ハ
ー
ド
面

の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
人
的
支
援

な
ど
ソ
フ
ト
面
の
支
援
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
は
。

村
長　
具
体
的
な
支
援
の
内
容
を
再

建
協
議
の
中
で
検
討
す
る
。

議
員　
と
う
ほ
う
百
貨
店
が
被
災
し
、

多
く
の
村
民
が
困
っ
て
い
る
。
早
期
再

開
が
出
来
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
各
段
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

村
長　
速
や
か
に
方
針
を
決
め
動
き

た
い
。
仮
店
舗
等
に
つ
い
て
も
協
議

し
て
い
く
。

村
独
自
の
商
工
業
者
再
建
支
援
策
は

村
長  

県
補
助
金
申
請
を
商
工
会
と
連
携
し
て
い
く

高橋 弘展 議員

議
員　
平
成
29
年
豪
雨
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
商
工
業
者
は

度
重
ね
て
融
資
を
受
け
ら
れ
て
い
る
。

県
補
助
金
の
か
さ
上
げ
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
事
務
・
決
済
手

数
料
の
補
填
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
等
、
村
独
自
の
支
援

策
は
。

村
長　
①
県
の
再
建
支
援
補
助
金
は

ま
だ
要
綱
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
書

類
作
成
等
の
申
請
支
援
を
商
工
会
と

連
携
し
て
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

②
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
県
の
義
援

金
配
分
が
わ
か
ら
な
い
が
、
事
業
者
、

商
工
会
、
組
合
等
の
意
見
を
伺
い
、

検
討
す
る
。

③
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
村
か
ら
の
発
信
に
早
速
取

り
か
か
り
た
い
。

④
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
特

設
ペ
ー
ジ
の
作
成
等
、
課
内
で
検
討

し
て
い
る
。

砂
防
・
治
山
ダ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　

 
流
末
処
理
は

議
員　
砂
防
ダ
ム
が
で
き
て
も
、
そ

の
直
後
や
国
道
の
暗
き
ょ
前
で
詰
ま

る
な
ど
国
・
村
道
に
溢
れ
た
場
所
が
、

６
年
前
と
同
じ
場
所
で
見
ら
れ
る
。

村
の
対
応
は
。

農
林
建
設
課
長　
治
山
・
砂
防
施
設

か
ら
流
れ
る
小
河
川
、
道
路
下
の
暗

き
ょ
等
の
改
善
に
つ
い
て
は
、引
き
続

き
被
災
原
因
の
調
査
の
実
施
、改
善
に

つ
い
て
の
予
算
等
を
確
保
し
て
い
く
。国道に流れ出る砂防ダムからの濁流



豊
か
で
安
心
で
き
る
森
林
づ
く
り
に
つ
い
て

村
長  

山
を
守
る
観
点
か
ら
間
伐
を
実
施
し
た

佐々木  孝  議員

議
員　
治
山
事
業
と
し
て
の
取
り
組

み
と
そ
の
成
果
は
。

村
長　
災
害
前
か
ら
山
を
育
て
る
・

守
る
観
点
か
ら
間
伐
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
災
害
を
受
け
た
堆
積
木
や
流

木
の
低
減
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
間
伐
を
行
っ

た
場
所
で
、
筋
工
と
い
う
伐
採
木
で

斜
面
を
階
段
状
化
す
る
工
法
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
で
土
壌
の
保
水
力

の
向
上
や
流
出
防
止
が
図
れ
る
。

議
員　
山
の
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

い
な
い
よ
う
だ
が
。

農
林
建
設
課
長　
荒
廃
森
林
整
備
事

業
と
い
う
事
業
で
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
間
伐
77
ｈ
ａ
、
平
成
29

年
災
害
時
の
流
木
１
５
５
４
ｔ
の
処

理
を
行
っ
て
い
る
。

砂
防
ダ
ム
と
治
山
ダ
ム
の
違
い
は

議
員　
砂
防
ダ
ム
と
治
山
ダ
ム
を
わ

　

か
り
や
す
く
説
明
で
き
な
い
か
。

村
長　
見
た
だ
け
で
は
違
い
が
わ
か

ら
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
下
流
域
の
土

砂
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
砂
防
は
国
交
省
、
治
山

は
農
水
省
の
管
轄
。
簡
単
に
言
え
ば
、

砂
防
は
河
川
に
し
か
な
い
し
、治
山
は

山
の
窪
地
に
あ
る
。

議
員　
治
山
ダ
ム
は
土
砂
を
除
去
し

な
い
の
か
。

農
林
建
設
課
長　
洪
水
発
生
時
に
、

ダ
ム
に
堆
積
し
た
土
砂
が
満
杯
に
な

り
、
次
の
洪
水
で
少
し
ず
つ
下
流
に

流
し
て
い
き
、
安
定
し
た
勾
配
に
戻

っ
て
い
く
。

基
本
的
に

土
石
の
除

去
は
行
わ

な
い
。

大山林道にある治山ダム

村
長  

避
難
行
動
支
援
を
今
一
度
検
討
す
る

早
め
の
避
難
場
所
の
確
保
が
で
き
な
い
か

髙倉 美紀惠 議員

議
員　
７
月
10
日
の
豪
雨
で
は
、避

難
指
示
発
令
は
午
前
４
時
15
分
で
、

避
難
所
開
設
も
同
時
で
あ
っ
た
。蔵

貫
地
区
は
、
そ
の
と
き
国
道
が
川

の
よ
う
に
な
り
、
避
難
所
に
行
け

る
状
況
に
な
く
、
そ
の
後
に
土
石

流
が
発
生
し
一
時
孤
立
し
た
。
平

成
29
年
の
災
害
以
降
、
高
齢
者
は

大
雨
・
台
風
時
に
子
ど
も
の
家
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
、
早
目
の
避

難
を
し
て
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
自
主
的
に
早
め
に

避
難
場
所
の
確
保
が
で
き
な
い
か
。

村
長　
今
回
、
午
前
２
時
30
分
災
害

警
戒
本
部
を
設
置
、
３
時
40
分
注
意

喚
起
の
放
送
、
４
時
15
分
避
難
指
示

を
発
令
し
た
。
防
災
マ
ッ
プ
で
は
一

時
避
難
場
所
と
し
て
、
公
民
館
や
消

防
の
格
納
庫
、
民
家
な
ど
を
設
定
し

て
い
る
。
身
の
安
全
の
確
保
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
大
切
に

　

し
、
近
場
で
の
避
難
行
動
の
支
援
を

制
度
化
し
て
い
た
が
、
ま
だ
活
か
さ

れ
て
い
な
い
。
今
一
度
検
討
し
て

い
く
。

蔵貫地区の土石流箇所
（2カ月後）

地域防災マップ（蔵貫地区）

Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
道
被
災
の
原
因
は

村
長  

想
定
以
上
の
雨
に
よ
る
越
流
が
原
因
と
判
断

和田 将幸  議員

議
員　
７
月
豪
雨
に
よ
り
Ｂ
Ｒ
Ｔ
専

用
道
に
被
害
が
発
生
し
た
。
原
因
と

し
て
、
村
の
残
土
処
理
場
・
Ｂ
Ｒ
Ｔ

専
用
道
の
排
水
に
問
題
は
な
か
っ
た

の
か
。

村
長　
残
土
処
理
場
・
Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用

道
の
排
水
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
。

想
定
以
上
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
に
よ

る
越
流
が
、
直
接
的
な
原
因
だ
と
判

断
し
て
い
る
。

議
員　
専
用
道
に
お
け
る
安
全
性
の

説
明
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い
た
が
１

回
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
村
長
の

考
え
は
。

村
長　
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
説
明
が
実
現
し

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　
被
災
箇
所
は
早
急
に
復
旧
し

た
が
、
今
後
同
様
な
雨
量
で
も
対
応

で
き
る
の
か
。

村
長　
Ｊ
Ｒ
が
行
っ
た
復
旧
工
事
は

ジ
オ
セ
ル
工
法
で
法
面
保
護
に
使
わ

れ
る
工
法
。
地
中
で
地
滑
り
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
す
る
技
術
。
上
を
流

れ
る
水
は
あ
る
程
度
浸
透
し
、
そ
れ

以
上
は
表
面
を
抜
け
崩
れ
な
い
構
造

だ
と
説
明
を
受
け
て
い
る
の
で
、
適

切
に
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

議
員　
雨
量
が
以
前
に
比
べ
て
増

え
て
い
る
が
、現
在
の
雨
量
で
対
応

で
き
な
い
箇
所
の
調
査
を
お
願
い

し
た
い
。

村
長　
今
後
の

対
策
に
つ
い

て
は
考
え
る
。

復旧後

BRT専用道の
被害後

鶴
地
区
う
回
路
の
早
急
な
住
民
協
議
は

村
長  

協
議
検
討
は
必
要
だ
が
時
間
を
頂
き
た
い

梶原 伯夫 議員

議
員　
鶴
地
区
の
う
回
路
に
つ
い
て

地
区
か
ら
出
て
い
る
要
望
書
の
結
果

は
。

村
長　
う
回
路
を
新
設
す
る
要
望
だ

っ
た
の
で
、
地
形
や
ル
ー
ト
、
費
用

等
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
検
討
す
る
と

回
答
し
て
い
る
。

議
員　
以
前
要
望
し
た
時
は
、
ド
ロ

ー
ン
に
よ
る
地
形
調
査
を
す
る
と
聞

い
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

農
林
建
設
課
長　
ド
ロ
ー
ン
で
の
測

量
を
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
１
度
実

施
し
、
複
数
の
ル
ー
ト
を
検
討
し
た
。

結
果
か
ら
現
地
等
確
認
し
て
い
る
が
、

治
山
・
砂
防
堰
堤
が
あ
り
、
洪
水
時

に
は
川
の
氾
濫
が
見
受
け
ら
れ
る
。

安
全
も
確
保
し
な
が
ら
ル
ー
ト
を

考
え
、
実
現
の
可
否
に
つ
い
て
協

議
す
る
。

議
員　
災
害
が
10
年
・
50
年
で
は
な

く
、
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
。

安
全
に
逃
げ
ら
れ
る
う
回
路
に
つ
い

て
、
住
民
と
の
話
し
合
い
に
取
り
か

か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
時
期
等

を
示
せ
な
い
の
か
。

村
長　
協
議
検
討
は
必
要
と
十
分
認

識
し
て
い
る
。
災
害
対
応
が
あ
る
の

で
、
速
や
か
に
回
答
し
た
い
が
、
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

鶴地区のう回路についての要望書



　
７
月
に
経
済
常
任
委
員
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る
「
東
峰
村
の
農

業
の
振
興
を
研
究
す
る
会
」
設

置
後
、
農
業
振
興
の
現
状
を
調

査
し
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

経
済
常
任
委
員
会
活
動
報
告

常任委員会報告

　
９
月
25
日
、東
峰
学
園
校
長

室
に
お
い
て
総
務
常
任
委
員
会

５
名
と
東
峰
学
園
の
先
生
方(
校

長
・
副
校
長
・
教
頭)

及
び
東
峰

村
教
育
委
員
会
・
指
導
主
事
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
梶
原
校
長
先
生
か
ら
今
年
の

学
校
教
育
目
標
で
あ
る『
郷
土
を

愛
し
、豊
か
な
人
間
性
と「
未
来

を
切
り
拓
く
力
」を
身
に
付
け
た

子
ど
も
の
育
成
』を
基
に
し
た
教

育
方
針
を
詳
し
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
、質
疑
応
答
を
行
い
ま
し

た
。委
員
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、

学
力
・
体
力
向
上
、部
活
の
地
域

移
管
、複
式
学
級
、Ａ
Ｐ
Ｕ（
立

先
生
は
い
る
の
か
、
児
童
は
も

と
よ
り
保
護
者
へ
の
丁
寧
な
説

明
と
対
応
が
今
後
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
総
務
常
任
委
員
会
は
、

教
育
委
員
の
皆
さ
ん
と
の
意
見

交
換
会
を
予
定
し
て
お
り
、
最

善
策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
学
校
運
営
に
お
い
て
は
並

々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

『
子
ど
も
は
地
域
の
宝
』

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
育
て
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
）と
の

国
際
交
流
等
、質
問
が
相
次
ぎ
、

活
発
で
意
義
あ
る
意
見
交
換
と

な
り
ま
し
た
。

児
童
数
減
少
へ
の
対
応
は

　
特
に
気
に
な
る
の
が
児
童
数

の
減
少
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

来
年
度
か
ら
学
年
に
よ
っ
て
は

複
式
学
級
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
村
で
は
移
住
・
定

住
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
急

に
児
童
数
が
増
え
る
こ
と
は
難

し
く
、
複
式
学
級
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
す
。
東
峰
学
園
で

は
初
め
て
の
こ
と
で
、
学
力
は

ど
う
な
る
の
か
、
対
応
で
き
る

総
務
常
任
委
員
会
活
動
報
告

委
員
長
　
大
蔵 

久
徳

委
員
長
　
佐
々
木 

紀
嘉

教
育
現
場
の
ナ
マ
の
声
を
聴
く

子
ど
も
た
ち
の

　
　「
未
来
を
切
り
拓
く
力
」

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

      

現
状
か
ら
考
え
る

東
峰
村
の
稲
作

今、    調べてる？？

　ライスセンターでは、慢性的な
職員不足で新たに農地受託するこ
とや、作業員(アルバイト)の高齢
化で交代要員がいないなどが問
題化しています。施設自体も稼働
8年目に入り、機械・機材には耐
用年数を超えるものが出てきてい
ます。5年計画で2376俵に対し、
現状4762俵となり、籾摺り機・
色彩選別機の能力低下による予
備機の必要性も出てきています。
これが故障すると受付が出来なく
なるため早めの対応が必要です。

　改正食品衛生法の施行で、漬
物の製造販売が許可制になり、
衛生的な製造施設などの整備が
求められる為、経過措置が終わ
る2024年6月の完全実施までに、
共同の加工所や個人・団体等の設
備の補助等、村の農産物を守るた
めに対策を協議しています。

１．ライスセンターの現状から考える
　　　　　 　　   東峰村の稲作は？

２．来年の梅干・漬物の制度
　　　　　  改正をどう乗り越える？

　東峰村の水稲作付計画や水稲
品種の更新に向けた検討などを
協議し、水稲の付加価値を上げる
ために、土壌診断・食味分析鑑定
コンクールなど協議しています。
　農業の担い手不足や荒廃地化
を防ぐための対策も村と協議して
います。

「東峰村の農業の振興を研究する会」
　　　　　　　　　　　   では・・・

東峰学園校長室で行われた意見交換会７月のライスセンター視察の様子



議
員
間・行
政
と
の
情
報
共
有
が
不
足

全
議
員
へ
の
現
況
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　
全
議
員
を
対
象
と
し
た
議
員

定
数
お
よ
び
議
会
力
ア
ッ
プ
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

　　
６
月
の
大
正
大
学
江
藤
教
授

に
よ
る
勉
強
会
で
は
、議
員
定
数

を
検
討
し
て
い
く
前
提
と
し
て
、

東
峰
村
議
会
の「
議
会
力
ア
ッ
プ
」

が
必
要
で
あ
る
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、東
峰

村
議
会
及
び
議
員
の
現
状
把
握

と
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る

「
議
会
力
ア
ッ
プ
」に
つ
い
て
意

見
を
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、現
状
に
つ
い
て
の

項
目
で
は
、「
議
案
の
採
決
ま
で

に
、議
員
間
や
行
政
と
の
情
報
共

有
及
び
協
議
が
不
足
し
て
い
る

等
」の
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

今
後
、今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
土

台
と
し
て
、10
月
下
旬
に
江
藤
教

授
に
よ
る
２
回
目
の
勉
強
会
と
、

11
月
下
旬
に
先
進
地
視
察
と
し

て
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
住
民

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
議
会

を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議会力アップへ向けて 議員定数調査特別委員会報告

今後の協議の進め方
構想づくり
（令和５年度中）

住民向け構想説明及び
江藤アドバイザー講演会

（令和６年２月予定）

住民意見集約・素案作成
（令和６年度中）

議会改革案議決
（令和７年３月定例会）

←今はココ←今はココ

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

宝
珠
の
郷 

編

三
笠
則
安
部
長
・

　
　
　

伊
藤
宗
治
次
長
に
聞
く

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
５
類

に
移
行
し
状
況
も
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。宝
珠
の
郷
は
、感
染

拡
大
期
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
た
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

部
長　
開
業
か
ら
24
年
の
中
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
初
め
て
の

経
験
で
し
た
。一
連
の
感
染
対
策

は
嘱
託
医
を
は
じ
め
職
員
の
意

識
が
高
く
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、２
回
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
た
た
め
、職
員
の
シ
フ
ト

変
更
に
は
大
変
苦
慮
し
ま
し
た
。

こ
の
時
活
躍
し
た
の
が
、尾
花
施

設
長
の
提
案
に
よ
り
導
入
し
た
、

職
員
全
員
が
携
帯
す
る「
イ
ン
カ

ム
シ
ス
テ
ム
」と
呼
ば
れ
る
専
用

ス
マ
ホ
で
す
。入
居
者
の
心
拍
・

呼
吸
・
眠
り
の
状
態
等
を
管
理
す

る
こ
と
が
で
き
、業
務
の
改
善
も

図
ら
れ
ま
し
た
。

次
長　
雨
量
計
を
３
カ
所
設
置

し
、豪
雨
時
に
入
居
者
は
垂
直
避

難
し
ま
す
。高
齢
者
等
避
難
準
備

が
発
令
さ
れ
れ
ば
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
が
村
の
避
難
所
に
な
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
以
前
に
行
っ
て
い
た
よ

う
に
地
域
の
方
々
と
交
流
を
持

ち
、入
居
者
が
笑
顔
で
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

宝珠の郷
三笠則安部長（左）
伊藤宗治次長（右）

最終回

職員全員が携帯
するスマホ

東
峰

見
聞
録

　
９
月
27
日
に
、
パ
ト
リ
ア
日
田
に

て
、
東
峰
村
・
添
田
町
・
日
田
市
の

議
会
広
報
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、

総
勢
24
名
で
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

３
市
町
村
の
議
会
広
報
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
た
意
見
交
換
会

ま
ち
づ
く
り
へ
活
か
そ
う
！ 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
が
想
い
を
つ
な
ぐ

意見交換会の様子

　
８
月
28
日
に
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
が
、

６
年
前
の
災
害
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
開
通

し
た
ご
縁
か
ら
企
画
し
ま
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
、「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
乗
車

し
て
み
て
感
じ
た
こ
と
」や「
Ｂ
Ｒ

Ｔ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」に
つ

い
て
。
私
た
ち
は
当
日
、
東
峰
村
の

各
駅
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
乗
車
し
、
添
田

駅
ま
で
移
動
後
、
添
田
町
議
会
の
方

々
と
一
緒
に
日
田
駅
ま
で
乗
車
し
ま

し
た
。

　
約
１
時
間
程
度
の
意
見
交
換
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
生
活
か
ら
観
光
に

至
る
ま
で
様
々
な
活
用
案
等
、情
報
交

換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、今
回
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

継
続
し
た
情
報
交
換
を
望
む
声
も
あ

が
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、
お
隣
の｢

ま
ち｣

か
ら

見
た｢

東
峰
村｣

を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
議
会
広
報
と
し
て
今
後
の
Ｂ
Ｒ

Ｔ
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。　
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８
月
29
日
、東
京
で
開
催
さ
れ
た

研
修
会
に
参
加
。九
州
・
四
国
の
７

町
の
広
報
委
員
と
一
緒
で
し
た
。

　
前
半
は
、「
議
会
報
作
成
の
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク（
紙
面
の
枠
組
み
）」

「
読
者
を
意
識
し
た
編
集
」「
情
報
の

構
造
化
」に
つ
い
て
の
講
義
で
し
た
。

そ
の
中
で
も
見
出
し
や
リ
ー
ド
文
と

言
わ
れ
る
要
点
と
、写
真
で
伝
え
る

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、８
町
村
広
報
紙
が
個

別
に
評
価
を
受
け
ま
し
た
。私
た
ち

の「
議
会
ウ
ォ
ッ
チ
」が
思
い
が
け
ず

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、驚
き
と
喜

び
で
、さ
ら
な
る
紙
面
の
充
実
を
目

指
す
意
欲
が
湧
き
ま
し
た
。

　
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
村
民

の
皆
様
、デ
ザ
イ
ナ
ー
の
伊
藤
雅
恵

さ
ん
の
お
陰
で
す
。

　
翌
日
、国
会
議
員
４
名
の
事
務
所

を
訪
問
、災
害
復
旧
支
援
を
要
請
し

ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　
議
会
ウ
ォ
ッ
チ
８
月
号
４
ペ

ー
ジ
の
、新
し
い
農
業
委
員
紹

介
の
欄
に
、２
ヵ
所
の
間
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。

・
誤（
任
期
４
年
）

　
　
　
　

  

↓
正（
任
期
３
年
）

・
高
倉
栄
委
員
は
再
任
で
し
た

　
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

再
び
襲
っ
た
集
中
豪
雨

長
か
っ
た
酷
暑
の
日
々

勇
気
を
奮
い
お
こ
し

甚
大
な
被
害
か
ら
立
ち
上
が
り

復
興
を
目
指
す
多
く
の
人
々

少
し
で
も
希
望
の
糧
に
な
れ
る
か

議
会
広
報
が
果
た
す
役
割
と
は

自
問
し
な
が
ら
の
編
集
で
し
た
。

　

｢

読
み
た
く
な
る
、
わ
か
り
や

す
い
紙
面｣

を
こ
れ
か
ら
も
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

   

（
樋
口 

朗
）

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員

委
員

長
　 

高
橋
　
弘
展

副
委
員
長
　  

佐
々
木
　
孝 

委

　
員
　  

髙
倉
美
紀
惠

　
　
　
　 

　 

樋 

口
　
朗

　
　
　 

　
　 

和
田
　
将
幸

発
行
責
任
者

議

　

長

伊 

藤
　
均

 
読
ん
で
も
ら
え
る 

議
会
広
報
と
は

広
報
委
員
が
研
修の 

り 

え

ご意見やご感想をください!
議会広報紙について、皆様からの
ご意見・ご感想を募集しています

お問い合せ先：東峰村議会事務局

電話 ７２-２３１１
FAX ７２-２０３８

国会議員会館にて 町村議会広報クリニック


	東峰村議会だより72号1P
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